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ご注意

この資料は、ポンプでトラブルが生じたときの一般的な点検や対策を記載したも
のです。
ポンプの種類や運転状況によっては、適切な点検や対策が異なる場合がございま
すので、ご承知おきください。　　　
ご不明点がございましたら、メーカまたは専門業者にお問い合わせください。

2022年10月
一般社団法人　日本産業機械工業会

汎用ポンプ委員会

汎用ポンプ委員会　会員会社一覧（50音順）

•  株式会社荏原製作所
•  株式会社川本製作所
•  グルンドフォスポンプ株式会社
•  新明和工業株式会社
•  大平洋機工株式会社
•  株式会社鶴見製作所
•  テラル株式会社
•  株式会社酉島製作所
•  株式会社日立産機システム

汎用ポンプのトラブルシューティングの作成目的

　汎用ポンプ（以下「ポンプ」という）は、定期的にメンテナンスを行わないと、

突然ポンプが動かなくなるなど、大きなトラブルが発生する恐れがあります。

　この資料では、ポンプの代表的なトラブル対応として、ユーザーの皆様に

ご確認をお願いしたい点検内容と対策を紹介しております。

　ポンプに不具合が生じたときは、まずは後述の手順に従って点検し、対策を

講じていただきその後に、メーカまたは専門業者に今後の対応についてご相談

ください。

　適宜ご活用いただき、お客様がポンプを安全にお使いいただくことの一助と

なれば幸いです。
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陸上ポンプの事象と対策
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❶スイッチを投入してもポンプが回らない

保護装置が作動していないか ①�ヒューズが切れていれば取り替える
②�漏電遮断器、過電流保護装置が作動し
ていれば復帰させる。誤動作であれば
修理または交換する

ポンプを手で回すことができるか 電動機の焼損または断線であれば
電動機の修理、または交換する

異物を除去する異物が内部で噛み込んでいないか

メーカまたは専門業者に相談する



陸上ポンプの事象と対策
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❷ポンプは回るが水が出ない、または水が少ない

吐出し弁が閉じていないか

ポンプや配管に異物が詰まっていないか

弁を開く

①受水槽の水は充分か
②フート弁から漏水していないか
③�押込み運転の場合に吸込み側の弁が
閉じていれば開く

①空気抜きコックを開いて空気を抜く
②�吸込配管の勾配、管継手部、軸封部を
点検して不具合を直す

①�液面高さを調べ、必要が有れば据付位
置を下げる

②�吸込側の弁、配管などで絞られてない
かを点検し、必要があれば管径を太く
する。あるいは吸込側のストレーナを
掃除する

①�吐出し管の抵抗損失を減じるように
改修する

②仕様に適したポンプに取り替える
③�別のポンプを追加して直列運転をする

必要に応じて修理または部品の取替えを
行い、ライナリングなどの微小隙間部を

正常な隙間に調整する

ポンプの呼び水が不十分でないか

ポンプ内が著しく摩耗していないか

異物を除去する

逆回転していないか

吸込み揚程が高過ぎ、
キャビテーションが発生していないか

ポンプ内に空気が溜まっていないか

計画時の揚程より
実際の所要揚程が高すぎていないか

メーカまたは専門業者に相談する

３相のうち２相の
線を入れ替えて
正回転に直す



陸上ポンプの事象と対策
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❸電動機が過負荷運転の状態

電圧が異常に低くないか

ポンプ回転部に異物が詰まっていないか

プーリを取り替える

電力会社に相談する。自家発電装置の
場合は定格電圧に調整する

①�遠心ポンプは過大水量での運転を避け、
吐出し弁を絞って調整する

②�軸流ポンプは弁を開放して、仕様点以
下で運転する

①�遠心ポンプの場合、吐出し量を絞って
過負荷にならない範囲で運転する

②�羽根車外径を小さくするか、電動機容
量を大きいものに取り替える

回転数が高すぎないか（ベルト掛）

揚液の比重・粘度が高くないか

締めつけを適正にする

異物を除去する

ポンプ仕様点より著しく外れて
運転していないか

グランドパッキンを締めすぎていないか

メーカまたは専門業者に相談する



陸上ポンプの事象と対策
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直結芯出しが狂っていないか

羽根車内に異物が詰まっていないか

羽根車を取り替える

異物を除去する

芯出し調整をし直す

①�基礎の見直し、必要に応じて補強する
②�配管荷重がポンプに異常にかかっていれ
ば、配管を支持する。場合によっては支
持点の変更、フレキ管継手を設ける

①�過大水量での運転の場合は吐出し弁
を絞る
②�吐出し弁を全開しても、なお過少水量
の場合は適正なポンプに取り替える

①�吸込管継手、グランドパッキンを締め　
直す

②�❷項と同様のキャビテーション対策を
する

基礎または配管支持が
不十分ではないか

羽根車の摩耗などによる
回転体の不釣合いがないか

ポンプ仕様点より著しく外れて
運転していないか

空気の侵入やキャビテーションが
起きていないか

メーカまたは専門業者に相談する

❹騒音・振動が大きい



陸上ポンプの事象と対策
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❺軸受が異常過熱している

直結芯出しが狂っていないか

ベルトの張力を適正にする

芯出し調整をし直す

①給油不足の場合は適量まで補充する
②�グリースの詰め過ぎは過熱を招くので、
適量に調整する

①�軸受の清掃、錆び落としをする。�
再生不能の場合は軸受を取り替える

②異物を除去する

潤滑油、グリースの量が
不適正ではないか

軸受が錆びていないか、
または内部に異物が入っていないか

ベルトが張りすぎていないか
（ベルト掛けの場合）

メーカまたは専門業者に相談する



陸上ポンプの事象と対策
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❻軸封部の水漏れ、または過熱

b) グランドパッキンの場合で過熱する

a) グランドパッキンの場合で水漏れする

c) メカニカルシールの場合で水漏れする

パッキン押えの締めつけが
不足ではないか

パッキンの締めすぎ、または片締めに
なっていないか

摺動面が異物噛みこみなどで、
傷ついていないか

パッキン押えを締めつけ、
軸封部から水が滴下する程度に調整する

締めすぎの為、軸封部からの水漏れが
僅少の場合は、締めつけを調整する

メカニカルシールを取り替える。
また、異物侵入防止対策を実施する

適正な長さに調整した
パッキンに取り替える

高圧用のパッキンに取り替える

軸を修正、または取り替える

メカニカルシールを取り替える

①パッキンを取り替える
②パッキン部スリーブを取り替える

パッキンの長さが短く合わせ面の
すきまが大きすぎないか

軸封部に働く圧力が高過ぎないか

軸振れや軸に傷がないか

メーカまたは専門業者に相談する

シール取付け部のパッキンが
損傷していないか

パッキンの劣化、パッキン部スリーブの
摩耗が大きくないか



陸上ポンプの事象と対策
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❼�呼び水困難でポンプ内が
満水しない

フート弁にごみが詰まっていないか ごみを除去する

フート弁を取り替えるシートが摩耗していないか

b) 真空ポンプ使用の場合

a) フート弁の場合

吸込管継手部や軸封部から
空気を吸い込んでいないか

①吸込管継手部のシールやパッキンを
　確認する
②パッキン押えを締め直す
③軸封部への封水を適正にする

真空ポンプを修理または取り替える

メーカまたは専門業者に相談する

真空ポンプの能力が低下していないか



水中ポンプの事象と対策
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保護装置が作動していないか

異物が内部で噛み込んでいないか

修理または交換する

異物を除去する

回路の点検、修理

①ヒューズが切れていれば取り替える
②�漏電遮断器、過電流保護装置が作動して
いれば復帰させる。誤動作であれば修理
または交換する

ケーブル交換または結線修正

フロートスイッチまたは水位計の
障害物の除去、修理、交換

電源回路、制御回路の接続不良が
起きていないか

電動機やリレーが焼損していないか

ケーブルの断線、接続不良が
起きていないか

フロートスイッチまたは水位計の
誤動作、断線が起きていないか

メーカまたは専門業者に相談する

❶スイッチを投入してもポンプが回らない



水中ポンプの事象と対策
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❷ポンプは回るが水が出ない、または水が少ない

吐出し弁が閉じていないか

ポンプや配管に異物が詰まっていないか

弁を開く

３相のうち２相の線を入れ替えて
正回転に直す

異物を除去する

ポンプまたは羽根車を交換する

吐出し位置、配管を見直す。
または適正なポンプに交換する。

必要に応じて修理または部品の
取替えを行い、ライナリングなどの
微小隙間部を正常な隙間に調整する

逆回転で運転していないか

ポンプ内が著しく摩耗していないか

①ポンプのエア抜き部を確認する
②停止水位が正しいか確認する

異物を除去する

ポンプ内に空気が溜まっていないか

60Hz 用ポンプを50Hz で
使用していないか

ストレーナに異物が詰まっていないか

計画時よりも実際の所要揚程が
高すぎていないか

メーカまたは専門業者に相談する



水中ポンプの事象と対策
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電圧が異常に低くないか

計画時よりも実際の所要揚程が低すぎ
ないか(過大水量で運転していないか)

適正な長さもしくは太さに変更する

電力会社に相談する。自家発電装置の
場合は定格電圧に調整する

修理する

ポンプまたは羽根車を交換する

キャブタイヤケーブルの欠相確認及び
結線部・マグネットスイッチを確認し

必要に応じて交換する

固着を解消する。また、固着をさける
ため、１ヶ月に１回の手回しまたは
１分以内の空運転を行なう。

キャブタイヤケーブルを
延長しすぎていないか

ポンプ回転部に異物が詰まっていないか

液質を見直す。
または適正なポンプに交換する。

吐出し位置、配管を見直す。
または適正なポンプに交換する。

異物を除去する

欠相運転になっていないか

軸受不良が発生していないか

逆回転で運転していないか

長期間の停止により、羽根車や
メカニカルシールが固着していないか

50Hz 用ポンプを60Hz で
使用していないか

揚液の比重が高くないか

メーカまたは専門業者に相談する

❸電動機が過負荷運転の状態

３相のうち２相の
線を入れ替えて
正回転に直す



水中ポンプの事象と対策
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水中モータポンプのメカニカルシール部
から水が浸入していないか

結線部の水分を除去し乾燥させる

メカニカルシールの取替えまたは
修理する。電動機のコイルを乾燥させる

キャブタイヤケーブルを交換する。
必要に応じて電動機の
コイルを乾燥させる

キャブタイヤケーブルの先端が水に
触れていないか、もしくはキャブタイヤ
ケーブルに傷がついていないか

結線部が湿気により短絡していないか

メーカまたは専門業者に相談する

❹水中モータの絶縁低下



水中ポンプの事象と対策
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❻運転した後、ポンプが停止する

配管の支持部が緩んでいないか、
共振していないか

モータの異常（焼損、浸水等）が
起きていないか 修理または交換する

制御盤のサーマルリレー設定値が
誤っていないか 適切な値に変更する

ポンプ内蔵のモータ保護装置が
作動していないか

ポンプ内蔵のモータ保護装置作動の
原因を確認する

最低水位をあげるか、ポンプ位置を下げる

①基礎の見直し、必要に応じて補強する
②�配管荷重がポンプに異常にかかってい
れば、配管を支持する。場合によっては
支持点の変更、フレキ管継手を設ける

異物を除去する

吐出し位置、配管を見直す。
または適正なポンプに交換する。

過電流の原因を確認する

羽根車に異物が噛みこんでいないか

空気を吸い込んでいないか

逆回転で運転していないか

ポンプが過電流になっていないか

計画時よりも実際の所要揚程が高すぎる
もしくは低すぎていないか（過少水量もし
くは過大水量で運転していないか）

メーカまたは専門業者に相談する

メーカまたは専門業者に相談する

３相のうち２相の
線を入れ替えて
正回転に直す

❺騒音・振動が大きい



水中ポンプの事象と対策
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❼�ポンプが回りっぱなしになる

❽�浸水検知器が作動する

フロートスイッチまたは水位計の誤動作、
断線が起きていないか

メカニカルシールの漏れが
発生していないか

フロートスイッチまたは水位計の
障害物の除去、修理、交換する

メカニカルシールの取替え
または修理する

チャタリング等の原因を除去、
リレーを交換する

交換する

メーカまたは専門業者に相談する

メーカまたは専門業者に相談する

リレー接点の焼き付きが
発生していないか

制御盤内のリレー接点の焼き付きが
発生していないか


